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各種メディアにお取り上げいただきました！

展示会とMICE 大阪・関西万博

※ご取材に関するご相談は下記までご連絡ください。
西尾レントオール株式会社 広報宣伝室

TEL：06-6253-0824（携帯電話：070-2321-6144） MAIL：kosen@nishio-rent.co.jp

インドネシアパビリオンに込められた想いを形へ！現場を支えたプロジェクトチームの挑戦

日経クロステック

無人化・自動化促進の足がかりへ！ARAVと共同で建設現場向け自動施工パッケージのレンタルを開始

https://www.nishio-
rent.co.jp/news/?m=Detail&id=526

建設ICT 無人化施工 2025年6月2日掲載

※分析活用のため「クルクルManager」を経由してリンク先情報が表示されます

木造建築

自動化施工

海外パビリオン

「展示会とMICE」webメディアにて、大阪・関西万博で当社が施工を担当した
インドネシアパビリオンについてのインタビューが掲載されました。記事では
「自然・文化・未来の調和」をテーマとしたパビリオン建設において、当社が3社JV
（フジヤ・ATA・西尾レントオール）の一員として果たした役割が紹介されています。
当社の木造モジュール技術における工夫としてCLTと鉄材を組み合わせる構造設計の
困難さを外部パートナーとの協議で解決したこと、そして当社R&D国際交流センター
をラストマイル拠点として活用し、プレキャスト化や仮組みを進めることで万博特有
の厳しい工期制限をクリアした取り組みなどが取り上げられました。今後もパビリオン
建設で得た知見を活かして、木造モジュール事業に取り組んでまいります。

2025年6月3日掲載

DX

当社は、ARAV株式会社と協業し、建設現場の掘削から排土までを無人化・
自動化する「自動施工パッケージ」の提供を開始しました。本システムの概要
については日経クロステックにもご掲載いただいており、当社が独自開発した
クローラダンプ自動運転システムと、ARAVの自動（無人）油圧ショベルRX
「ヨイショ投入くん」を組み合わせレンタル形式で提供することで、大規模な
初期投資なしで自動施工技術の導入・運用を可能にします。
当社は30年前より無人化施工を実現し、さらにICT施工の商品開発に積極的に
取り組んでまいりました。本パッケージは、その長年の研究開発の成果を存分
に結集し実現した商品です。当社は今後も人手不足解消や働き方改革をはじめ、
生産性向上やDX化、省力・効率化をレンタルで支援してまいります。

 西尾レントオール公式HPお知らせ
https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=527

北海道建設新聞、電経新聞
GX カーボンニュートラル

Webメディア多数
安全対策

革新的除雪ソリューション
「除雪ドローン®-陸上ドローン・UGV-」の導入決定
当社がエバーブルーテクノロジーズ株式会社と代理店契約
を締結し、最新鋭の製品「除雪ドローン®-陸上ドローン・
UGV-」を新たにレンタル商品として導入することをお取り
上げいただきました。本製品は遠隔操作により除雪・整地・
運搬作業を安全かつ効率的に実行でき、季節を問わず作業者
の負担軽減と事故リスク削減を実現します。
本製品は2025年10月サービス開始予定としており、2026年までに

100台の導入を目指します。
今後もレンタルサービス
を通じて地域社会の課題
解決や持続可能な社会の
実現に貢献します。

2025年6月6日掲載 2025年6月17日掲載

省人化 AI

「AIスケートボーダー検知システム」
DMPと協業しレンタルを開始
当社が株式会社ディジタルメディアプロフェッショナルと
協業し、独自のLLM推論エンジンを用いた「AIスケート
ボーダー検知システム」のレンタルを2025年10月より開始
することをWebメディア中心にお取り上げいただきました。

https://www.nishio-
rent.co.jp/news/?m=Detail&id=530

本システムは、無許可のスケートボーダー
による施設損壊や地域の騒音被害の
解決策として開発されました。生成AI
を導入することで、学習コストの大幅な削減
に成功。実証実験でも高い抑止効果を
確認しています。
今後は建設現場や公共施設への導入を
推進するとともに、継続的な技術研鑽
に励み、社会課題の解決へ貢献できる
よう取り組みを進めてまいります。

※西尾レントオール公式ホームページのリリースより引用
 https://www.eventbiz.net/?p=156726



NISHIOの取り組み・最新情報etc

中期経営計画の詳細については、ニシオホールディングスサイトまたは下記資料をご覧ください。

https://nishio-grp.co.jp/nishio-group/management_plan/

GX

日本初導入！VOLVO製電動ホイルローダー「L120 Electric」販売開始
「第7回 国際 建設・測量展（CSPI-EXPO2025）」にて、VOLVO製の新型フル電動
ホイールローダーが初披露されました。日本初導入となる本製品は、当社のグループ会社
であり、VOLVOの日本販売代理店でもある山﨑マシーナリー㈱を通じて購入可能
となります。本機種は従来のディーゼル機と同等のパワーながらCO2排出量を大幅
削減し、メンテナンスコストも約30%削減を実現しています。これからもグループ
全体で、建設業界の脱炭素化、電動建機の普及に貢献してまいります。

https://www.youtube.com/@nishio-rentall https://nol-share.com/
商品紹介動画やCMメイキング

配信アーカイブなど
コンテンツが盛りだくさん！

シェアリングサービスの紹介や
サービスの体験記事など

生活を豊かにする記事を随時掲載！

西尾レントオールは、6月18日(水)～21日(土)の4日間で開催された「第7回 国際
建設・測量展（CSPI-EXPO2025）」に出展いたしました。当日はメディアにも
取り上げられた「除雪ドローン®」や「自動施工パッケージ」「AIスケート
ボーダー検知システム」をはじめ、屋内外の両ブースにて初お披露目の商品
を含む様々な展示を多くのお客様にご体感・ご覧いただけました。改めまして、
ご来場者様、関係者様、関わっていただきました皆様に心より感謝申し上げます。
今回の展示会でお客様との貴重な対話を通じ、現場のニーズや課題について
多くの気づきを得ることができました。いただいたご意見やご要望は、今後の
商品開発やサービス向上に活かしてまいります。

当社はこれからも、現場の業務効率化・生産性向上・安全対策などに貢献でき
るよう、革新的な技術とソリューションの提供に努めてまいります。

「第7回国際建設・測量展(CSPI-EXPO2025)」
当社ブースにご来場いただきありがとうございました！

建設ICT展示会 DX GX

日刊木材新聞 ―大阪・関西万博で多くの実績―木造パビリオンで環境対応 2025年6月5日

※当社グループ会社の独自技術である「ATAハイブリッド構法」「ATA-CLT-S構法」が大阪・関西万博のどの施設に利用されているかご紹介

テレビ宮崎、宮崎放送
宮崎日日新聞、読売新聞ほか

移設転用可能な木造建築倉庫を宮崎県国富町に建設 内覧会を実施 2025年5月28日～31日

※宮崎県国富町に新設した木造建築倉庫「国富モリーナ」の内覧会について掲載

BUILT
建設機械にも“環境配慮”の波 静かでパワフルな最新GX建機の“試乗会”に潜入 2025年5月15日

※当社が2025年2月に開催した「電動建機試乗会」の様子について掲載

建通新聞 倉敷市 展示即売会に258人来場 2025年6月2日

※当社の岡山機械センターで開催した展示即売会について掲載

 https://built.itmedia.co.jp/bt/articles/2505/15/news099.html

※当日の西尾レントオール屋内・屋外ブースの様子

電動建機 カーボンニュートラルYahoo!ニュース 2025年6月20日掲載

※CSPI-EXPO2025山﨑マシーナリーブース キー贈呈式の様子
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